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洲
本
市
と
五
色
町
で
は
、
平
成
十
六
年
度
中
の
合
併
を
目
指
し
て
、
洲
本
市

役
所
と
五
色
町
役
場
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小
、
中
学
校
や
図
書
館
、
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
接
続
す
る
「
洲
本
市
・
五
色
町
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施
設
の
う
ち
八
施
設
（
洲
本
市
五
施
設
、
五
色
町

三
施
設
）
を
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
、
以
下
「
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
）
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
こ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
、
市
役
所
本
庁
舎
や
支
所
な
ど
で
行
っ
て
い
る
窓
口
業
務
の
う
ち
、
特

に
市
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
事
務
を
処
理
し
ま
す
。
�

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
面
な
ど
の
理

由
か
ら
、
従
来
、
疎
遠
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
行
政
と
市
民
と
の
距
離
感
を

克
服
し
、
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
地
域
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
�

市
内
で
は
、
安
乎
公
民
館
、
中
川
原
公
民
館
、
加
茂
公
民
館
、
千
草
公
民
館
、

大
野
陽
だ
ま
り
館
の
五
か
所
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
�

今
月
号
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
�

（
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
、
　
便
利
な
　

と
い
う
意
味
で
　
コ
ン
ビ
ニ
市
役
所
　
と
名
称
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
紛
ら
わ
し
い
た
め
、
今
後
は
、
「
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
に
し
ま
す
）
�

　
本
市
で
は
、
市
の
業
務
の
大
半
を
品
質
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取

得
事
業
に
よ
っ
て
手
順
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
順
書
を
電
子
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
、
各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
情
報
端
末
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
手
続
き
の
申
請
手
順
が
示
さ
れ
、
そ
の
手

順
に
従
う
こ
と
に
よ
り
、
受
け
付
け
が
終
了
し
ま
す
。
�

○
○
に
つ
い
て
�

教
え
て
ほ
し
い
の
�

で
す
が
･
･
･
。
�

�

　
各
セ
ン
タ
ー
に
は
自
動
交
付
機
を
設
置
し
、
▽
住
民
票
　
▽
印
鑑

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
▽
課
税
証
明
書
　

▽
納
税
証
明
書
な
ど
の
発
行
業
務
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
�

カ
ー
ド
を
入
れ
て
�

手
数
料
を
払
う
だ
け
�

で
、
各
種
証
明
書
が
�

発
行
さ
れ
る
ん
だ
。
�

�

ＩＣカード�
�
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3 パソコン上のテレビ電話で行政相談が可能です�
　
も
し
、
I
S
O
に
よ
る
電
子
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
場
合
、

情
報
端
末
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
、
本
庁
職
員
と
直
接
面
談
す
る
こ
と
に

よ
り
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
お
答
え
し
ま
す
。
�

行政サービスセンター�

イントラネット�本庁舎職員�

カメラ付�
情報端末�

（テレビ電話）�
�

○
×
に
つ
い
て
で
す
が
、
�

ど
う
対
応
す
れ
ば
�

よ
い
で
し
ょ
う
か
。
�

�

そ
の
業
務
は
�

本
庁
舎
の
み
の
�

取
り
扱
い
と
な
る
た
�

め
、
私
が
パ
ソ
コ
ン
�

画
面
上
で
対
応
し
ま
�

す
の
で
、住
民
の
方
に
�

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
�

向
け
て
く
だ
さ
い
。
�

�

4 ネットワーク型地域拠点によりコミュニティ機能�
　 を強化します�

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
通
し
た
映
像
情
報
を
活
用
し

て
、
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
制
度
改
正
な
ど
の
地
域
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
両
市
町
の
文
化
や
祭
り
、
観
光
名
所

な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
保
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
映
像
情
報
を
い
つ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

　
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
地
域
を
理
解

し
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
の
集
い
の
場
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
と
し
て
多
様
な
利
用
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
�

�

こ
の
映
像
は
�

ず
っ
と
将
来
ま
で
�

残
し
て
お
き
た
い
ね
。
�

３�

必
要
な
手
続
き
を
�

お
調
べ
し
ま
す
。
�

　
電
子
マ
ニ
ュ
ア
ル
�

で
検
索
　
こ
ち
ら
の
�

○
○
申
請
書
に
記
入
の
�

上
、
手
数
料
の
お
支
払
�

い
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

�

行政サービスセンター�

最
寄
の
自
動
交
付
機
で
�

各
種
証
明
書
が
取
得
�

で
き
る
の
か
ぁ
。
�

�

行政サービスセンター�
（自動交付機）�



PA

北淡I.C

洲本洲本I.C洲本I.C

西淡西淡・三原三原I.C西淡・三原I.C

淡路島南I.C・PA

緑PAPA緑PA

�

　�
▲�

 

安乎公民館�安乎公民館�

津名一宮�
I.C

31

31

66

66

46

46
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�

中川原公民館�中川原公民館�

４�

本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�
会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

行政サービスセンター（仮称）�
設置場所�

行政サービスセンター（仮称）�
設置場所�

 行政サービスセンターを洲本市に５か所、五色町に３か

所設置します。�

 このセンターでは、市役所の業務のうち、住民票や印鑑

証明書の交付など、特に市民の皆さんの利用機会の多い

窓口の事務を処理します。そのほか、映像を利用して地

域説明会の会場となるなど、地域コミュニティの活動拠

点となります。�
PA

PA

布施畑JCT

永井谷JCT
伊川谷�
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名谷�
JCT

まいこ�

JR山
陽
本
線
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神
戸
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かし�
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�
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国
道
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線
�

明石海峡�

鳴 門 海 峡 �
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紀

淡

海
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�

�
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洲本洲本I.CI.C洲本I.C
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沼島�
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�
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�

明
石
海
峡
大
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西
国
際
空
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泉
佐
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�

阪
神
高
速
湾
岸
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東浦町東浦町�東浦町�
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五色町�五色町�
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西淡町西淡町�西淡町�

三原町三原町�三原町�

緑町緑町�緑町�

健康福祉館�健康福祉館�

洲本市役所�洲本市役所�

千草公民館�千草公民館�

上灘出張所�上灘出張所�

由良支所�由良支所�

加茂公民館�加茂公民館�

地域福祉センター�地域福祉センター�

防災センター�
（未定）�
防災センター�
（未定）�

五色町役場�五色町役場�

図書館�図書館�

大野陽だまり館�大野陽だまり館�

行政サービスセンター�
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「
多
重
債
務
者
」
を
食
い
物

に
す
る
「
紹
介
屋
」
「
整
理
屋
」

「
買
取
屋
」
と
呼
ば
れ
る
業
者

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
業
者
は
「
多
重
債
務
者
」
を

救
済
す
る
フ
リ
を
し
て
さ
ら
に

お
金
を
ま
き
あ
げ
ま
す
。
借
金

の
返
済
に
行
き
詰
ま
る
と
、
目

の
前
の
お
金
や
甘
い
宣
伝
文
句

に
飛
び
つ
い
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
か
え
っ
て
借
金
を
増
や

す
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

� 

　
「
他
店
で
断
ら
れ
た
人
で
も

即
融
資
」
「
債
務
の
多
い
人
大

歓
迎
」
な
ど
、
お
と
り
広
告
を

出
し
て
「
多
重
債
務
者
」
を
呼

び
込
み
、
実
際
に
は
審
査
の
甘

い
別
の
貸
金
業
者
に
行
く
よ
う

に
指
示
す
る
だ
け
で
、
高
額
な

紹
介
料
を
だ
ま
し
と
り
ま
す
。�

　
「
あ
な
た
の
債
務
を
整
理
、

解
決
し
ま
す
」
「
借
金
低
利
一

本
化
」
と
勧
誘
し
、
「
整
理
手

付
金
」
な
ど
の
名
目
で
現
金
を

預
か
り
、
実
際
に
は
ず
さ
ん
な

債
務
整
理
し
か
行
わ
ず
次
々
手�

�
数
料
を
だ
ま
し
と
り
ま
す
。
中

に
は
悪
徳
弁
護
士
と
提
携
し
、そ

の
名
義
を
借
り
て
法
律
事
務
所

の
事
務
員
を
装
う
業
者
も
あ
り

ま
す
。�

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
回
数
券

や
家
電
製
品
な
ど
換
金
性
の
た

か
い
商
品
を
購
入
さ
せ
、売
値
の

半
値
以
下
で
買
い
取
っ
て
、下
取

り
業
者
に
転
売
し
て
多
額
の
利

益
を
得
ま
す
。
現
金
を
調
達
し

て
く
れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に

陥
り
ま
す
が
、結
局
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
支
払
い
だ
け
が
残
り
ま
す
。�

　
あ
き
ら
め
な
い
で
、
早
め
に

相
談
す
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。�

▽
消
費
者
金
融
１
１
０
番
（
淡

路
県
民
局
商
工
課
内
　
２
６
・

２
０
８
５
）
　
▽
兵
庫
県
司
法

書
士
会
（
平
日
　
０
７
８
・
３

４
１
・
２
７
５
５
、
土
曜
午
後

一
時
〜
四
時
　
０
７
８
・
３
４

１
・
９
２
９
４
）
　
▽
兵
庫
県

弁
護
士
会
（
　
０
７
８
・
３
４

１
・
７
０
６
１
）�

紹

介

屋

紹

介

屋

�

紹

介

屋

�

買

取

屋

買

取

屋

�

買

取

屋

�

「
多
重
債
務
」
返
済

「
多
重
債
務
」
返
済�

ト
ラ
ブ
ル
相
談
窓
口
は

ト
ラ
ブ
ル
相
談
窓
口
は�

「
多
重
債
務
」
返
済�

ト
ラ
ブ
ル
相
談
窓
口
は�

整

理

屋

整

理

屋

�
整

理

屋

�

その3

バーベキューサイトを始めます�
　エトワール生石では、バーベキューサイト
の貸出しを行います。�
◆ とき　７月２０日（日）～８月３１日（日）�
　 の正午～午後３時、午後５時～午後８時�
◆ 利用料金　１人３ ,０００円（肉、魚介類、
　 野菜、おにぎり、炭など一式）�
◆ 予約　１０人以上でお申し込みください。�
�

▼
�

「レッツトライ　トコロテン作り体験」も
好評開催中です。�
　詳しくは、エトワール生石（　２５・７
　０３３）へ。�

◆河上神社◆河上神社のイブキの古木古木（県指定文化財県指定文化財）・・・五色町鮎原南谷五色町鮎原南谷�◆河上神社のイブキの古木（県指定文化財）・・・五色町鮎原南谷�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

　イブキは、福島県以南に自生し、庭園や社寺
境内でよく栽培され、盆栽としても栽培されま
す。大きいものは通常、高さ１０　、幹回り２
　程度となります。�
　この河上神社のものは、高さ１６．５　、目
通り幹回り３．４　の巨木で、樹齢が約５００
年と推定される大変貴重なものです。�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�
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下水道工事期間中は、付近住民の皆さんに大変ご迷惑をおかけしましたが、
物部、上物部の一部、約１８　の整備が新たに完了し、処理区域面積が１５
９　となりました。処理区域内人口は、９,９６７人で普及率は２４　となり、
ほぼ４人に１人の市民が下水道を利用できるようになりました。�
蚊やハエのいない快適なまちづくりを進めるため、処理区域内の世帯では、
台所や風呂、便所などから出る汚水を下水道へ流すための排水設備工事を速
やかに行ってください。また、浄化槽は廃止し、汲み取り便所も水洗便所に
してください。排水設備工事については、市が指定した指定工事店にお問い

ヘ ク�
タール�

ヘ ク�
タール�

パー�
セント�

��

●
水
洗
化
工
事
は
三
年
以
内
に  �

  

処
理
区
域
内
の
世
帯
で
は
、

下
水
道
法
に
よ
り
三
年
以
内
に

下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
づ
け�

ら
れ
て
い
ま
す
。
水
洗
化
の
計

画
を
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。�

�

●
融
資
あ
っ
せ
ん
の
ご
利
用
を �

　
下
水
道
の
接
続
が
可
能
に�

な
っ
て
か
ら
三
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
排
水
設
備
工
事
の
資
金
借

入
れ
を
金
融
機
関
に
あ
っ
せ
ん

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

�

●
受
益
者
負
担
金�

　
下
水
道
事
業
の
恩
恵
を
受
け

る
地
区
の
人
々
に
、
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
所
有
す
る
土
地
に
対

し
て
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
四
百
円
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

�

●
下
水
道
使
用
料 �

　
排
水
設
備
工
事
が
終
わ
り
、

下
水
道
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
使
用
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
汚
水
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
費
用
や

終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
の
費

用
に
使
わ
れ
ま
す
。
使
用
料
は
、

使
用
者
が
排
出
し
た
汚
水
の
量

（
上
水
道
の
使
用
水
量
を
基
に

計
算
）
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。�

��

●
生
ご
み
・
廃
油
を
流
さ
な
い�

  

野
菜
く
ず
、
残
飯
な
ど
生
ご

み
を
流
す
と
、
下
水
を
詰
ら
せ

る
も
の
に
な
り
ま
す
。
よ
く
水

を
切
り
ご
み
と
一
緒
に
捨
て
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
天
ぷ
ら
油
な

ど
の
廃
油
も
、
石
鹸
水
と
化
合

し
て
固
ま
り
下
水
管
を
つ
ま
ら

せ
ま
す
。�

�

●
無
リ
ン
洗
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う�

　
合
成
（
有
リ
ン
）
洗
剤
は
、�

微
生
物
で
汚
水
を
処
理
し
て
い

る
終
末
処
理
場
で
、
完
全
に
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
川
や
海
を
汚
染
し
、

環
境
破
壊
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。�

�

●
汚
水
ま
す
に
雨
水
・
土
砂
を

　
流
さ
な
い�

　
洲
本
市
の
下
水
道
は
、
汚
水�

・
雨
水
を
別
々
の
管
に
分
け
て

排
出
す
る
分
流
式
で
す
。
汚
水

ま
す
に
は
雨
水
を
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
砂
・
生

コ
ン
な
ど
を
捨
て
る
と
下
水
管

の
機
能
が
働
き
ま
せ
ん
。�

��

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
整

備
部
下
水
道
課
（
　
２
２
・
３

３
２
１
内
線
３
３
５
、
３
３
９
）

へ
。�

�

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は�

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は�

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は�

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は�

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は�

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は�

下
水
道
を
設
置
す
る
に
は�

下
水
道
を
利
用
す
る
に
は�

うす黒色� みどり色�

（平成１５年４月１日現在）�



淡島水道工業（株）�

（株）中　野　設　備�

（有）赤　井　商　会�

（株）奥 水 道 商 会�

中　央　建　設（株）�

（株）ツ　　　　　ダ�

早 瀬 戸 水 道 商 会�

中田水道工業（株）�

前 　 川 　 設 　 備�

山　一　建　設（株）�

（株）淡　路　住　器�

岡 田 水 道 商 会�

岡 　 本 　 商 　 会�

（株）藤　　　　　井�

川 西 工 業 設 備�

イ サ ム 水 道 商 会�

藤　原　電　工（株）�

山岡水道工業（株）�

上 原 ガ ス 設 備�

（株）エ－・エス・ケ－�

（有）う が い 商 店�

（有）ア 　 ラ 　 イ�

（株）富　士　土　木�

（株）中 川 工 務 店�

（有）廣 田 工 務 店�

兵庫住機サービス�

（株）武 田 工 務 店�

 ダイニチ･コンストラクション（株）淡路本店�

（有）鯉　森　電　工�

ニ ッ シ ン 電 機�

井　本　産　業（株）�

（株）ス　イ　カ　ン�

南　　　実　　　業�

西　田　建　設（株）�

廣　田　工　務　店�

中　　尾　　設　　備�

辻　設　備　工　業�

常　　盤　　商　　事�

（株）出　雲　建　設�

タ ウ ラ 水 道�

太　田　土　建（株）�

（株）横　道　建　設�

（株）武　田　建　設�

（有）奥　村　設　備�

（株）オ　　ク　　イ�

  辻 　 脇 　 住 　 設�

（株）柴 田 工 務 店�

（有）山　本　設　備�

  (株）滝　　　　　本�

  津　名　土　木（株）�

  辰　野　建　設（株）�

 （株）渡　　　　　邊�

  洲本市本町４丁目２番３３号�

  洲本市本町３丁目１番４３号�

  洲本市本町１丁目３番１７号�

  洲本市物部２丁目１番２１号�

  洲本市由良１丁目２番１０号�

  洲本市安乎町平安浦１８６４番地の９�

  洲本市由良町由良２６７８番地の６�

  洲本市宇原５５２番地�

  洲本市桑間１丁目１番１２号�

  洲本市本町８丁目９番１０号�

  洲本市物部３丁目７番１８号�

  洲本市下加茂２丁目３番２８号�

  洲本市安乎町中田３３３番地�

  三原郡緑町広田広田３６９番３号�

  洲本市下加茂１丁目１番８６号�

  津名郡津名町志筑１８７０の２�

  三原郡三原町神代国衛８８０�

  三原郡緑町広田広田３１１番地�

  三原郡南淡町阿万塩屋町５３２番地の２�

  洲本市宇原１番地の１１�

  洲本市小路谷１２８１番地の５�

  洲本市下内膳７８９番地の９�

  洲本市本町２丁目１番１７号�

  洲本市栄町２丁目２番２５号�

  三原郡緑町山添４３０－１�

  洲本市海岸通１丁目７番１５号�

  三原郡緑町中条中筋１２４０�

  三原郡南淡町賀集八幡４７番地の１�

  三原郡緑町山添１５７－１�

  洲本市上物部４３４－３�

  三原郡緑町中条中筋１５７8番地の２�

  洲本市池内７０８－１�

  洲本市中川原町市原７３９番地の２�

  洲本市千草乙３１８番地�

  洲本市宇原１７３５番地の５�

  洲本市千草乙３６０番地�

  三原郡緑町山添549番地の１�

  洲本市本町6丁目4番２４号�

  津名郡津名町中田４１７�

  三原郡西淡町松帆古津路９２０�

  三原郡三原町志知中島９０３番地の２�

  洲本市栄町１丁目１番４号�

  洲本市納１６９番地�

  津名郡一宮町北山３１番地の１�

  洲本市安乎町山田原４０９番地�

  三原郡緑町倭文安住寺４６９番地�

  洲本市下加茂１丁目１番６号�

  洲本市上加茂３９９－１１�

  三原郡三原町市小井１３７番地�

  津名郡津名町生穂１７６９番地の８�

  洲本市千草甲３０２番地�

  洲本市上物部９４８番地の６�

２２－１６７０�

２４－２９０４�

２２－０２５２�

２２－３０９０�

２７－００１４�

２８－０１６５�

２７－０４１７�

２４－３４４７�

２４－１３８７�

２２－２６４６�

２４－２２５５�

２２－０４０６�

２８－１０００�

４５－０１６５�

２３－０５３３�

６２－０５５６�

４２－０６８３�

４５－０２２６�

５５－２５７２�

２３－１９２３�

２６－１０８４�

２２－７３０８�

２２－９１００�

２２－０２４６�

４５－１００６�

２２－１０６６�

４５－０４９８�

５４－０５１１�

４５－１５７８�

２２－９３３０�

４５－１０３１�

２３－９５３１�

２８－０３１２�

２２－１８９８�

２２－７７９９�

２２－５７７６�

４５－０３７７�

２２－４６０１�

６２－２０３６�

３６－５２８２�

４２－３１３８�

２２－２４２１�

２２－７２０５�

８５－０７４５�

２８－０７６３�

４６－０１５４�

２２－２５７７�

２６－０７５０�

４２－３１７０�

６４－０９２６�

２４－２７９３�

２４－００６４�

業 　 者 　 名 � 営 業 所 の 所 在 地 � 電 話 番 号 �

平成１５月６月１日現在  

�

排水指定工事店 一覧表�

７�
�



8

平
成
十
二
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
も
四
年
目
を
む
か
え
、

多
く
の
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
次
の
要
件
に
該

当
さ
れ
る
人
で
、
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
所
を
ご
利
用
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

◆
要
　
件
�

居
宅
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
で
�

▽
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
�

�　
上
限
額
が
最
も
低
い
所
得
区

　
分
に
属
す
る
人
や
保
険
料
が

　
第
一
段
階
の
人
（
老
齢
福
祉

　
年
金
受
給
者
、
境
界
層
該
当
者
）
�

▽
世
帯
の
年
収
が
六
十
万
円
以

　
下
（
世
帯
人
員
が
一
人
増
え

　
る
ご
と
に
二
十
万
円
を
加
算
）

　
で
、
ほ
か
の
世
帯
の
扶
養
を

　
受
け
ず
、
活
用
で
き
る
資
産

　
も
な
い
人
�

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
入
所
し
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限

額
が
最
も
低
い
所
得
区
分
に
属

す
る
人
や
保
険
料
が
第
一
段
階

の
人
（
老
齢
福
祉
年
金
全
額
受

給
者
、
境
界
層
該
当
者
）
で
、
�

▽
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日

　
ま
で
に
入
所
し
、
旧
費
用
徴

　
収
基
準
の
収
入
区
分
で
年
収

　
四
十
二
万
円
以
下
の
人
�

▽
平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
降

　
に
入
所
し
、
年
収
四
十
二
万

　
万
円
以
下
の
人
（
社
会
保
険

　
料
な
ど
必
要
経
費
が
あ
れ
ば
、

　
控
除
後
の
金
額
）
�

��◆
要
　
件
　
1
の
居
宅
サ
ー
ビ

　
ス
受
給
者
と
同
じ
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
1
２
２
・
９
３
３
３
）
へ
。
�

1社会福祉法人等による�
　利用者負担減免措置事業�

たちばな苑、緑風館など�
�

特別養護�
老人ホーム�
への入所�

短期入所�
生活介護�

訪問介護�

通所介護�
（デイサービス）�

（ショートステイ）�

事業所�

サービス�
種類�

たちばな苑、緑風館など�
�

洲本市訪問介護事業所�

2洲本市介護保険�
　利用者負担助成事業�

由良総合福祉センター�
緑風デイサービスセンター�
デイサービスセンターやまて�
デイサービスセンターうしお�

ケアサービス三原訪問介護事業所�
日の出農業協同組合�
アワジケアセンター�
豊生ケアサービス�
洲本居宅サービス事業所ラガール�

　
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入

所
さ
れ
る
人
で
、
次
の
こ
と
に

該
当
の
人
は
、
食
費
の
一
部
負

担
額
が
七
百
八
十
円
（
一
日
）

の
と
こ
ろ
を
申
請
に
よ
り
次
の

と
お
り
減
額
さ
れ
ま
す
。
�

◆
対
象
者
　
▽
平
成
十
五
年
度

　
の
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の

　
人
　
五
百
円
�

　
▽
平
成
十
五
年
度
の
市
民
税

　
が
非
課
税
世
帯
で
老
齢
福
祉

　
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
ま

　
た
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い

　
る
人
　
三
百
円
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
・

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
1
２
２
・
９
３
３
３
内
線

５
０
４
）
へ
。
�

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

五
年
を
一
期
と
し
て
の
平
成
十

六
年
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て

高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
・
介
護

の
各
施
策
を
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
。
�

　
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、

高
齢
者
福
祉
施
策
の
見
直
し
や

介
護
保
険
料
の
改
定
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
計
画
期
間
を

平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
九

年
度
の
五
か
年
と
し
た
第
二
期

分
の
同
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
� 　

本
計
画
は
、
高
齢
者
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
や
多
様
化
す

る
福
祉
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
洲
本
市
の
実
情
に
見

合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
の
自
立
と
健
康
で
安
ら

か
な
日
常
生
活
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
（
計

画
の
概
要
版
は
、
健
康
福
祉
部

介
護
福
祉
課
に
備
え
て
い
ま
す
）
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
1
２
２
・
９
３
３
３
）
へ
。
�

�

＊各種宴会･パーティ承り中�

＊カレーNew!バイキング（6月16日より）�
ちょっと贅沢なカレーのバイキング。�
6種のカレーとシチューをメインに､ナン､麺�
さらにデザート､ソフトドリンクなど�
大人（1,500円）　小人（800円）�
17：00～20：30

お中元には淡路特産品を!お中元には淡路特産品を!

水泳選手の育成�水泳選手の育成�
1.練習日　毎週土曜日　PM5：00、PM6：00�
　　　　　 〃 日曜日　PM4：00、PM6：00�
2.場所　淡路勤労センタードルフィンプール�
3.経費　入場料、実費のみ、講師代無料�
4.対象　5歳児より10歳児まで�
�但し、医師より健康上支障がないと認められた児童�

洲本水泳少年団　ヘッドコーチ　萩原　正純　連絡先　122･7130
Sumoto Swimming Pupil

個人情報保護制度運用状況について�平成１４年度の個人情報保護制度の請求については、ありませんでした。�
市個人情報保護条例第３２条の規定により公表します。�
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負
担
割
合
の
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変
わ
る
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は
�

　
　
受
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者
証
を
�
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し
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�

基
準
収
入
額
�

適
用
申
請
に
つ
い
て
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二
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負
担
が
一
割
に
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�

老
人
医
療
の
�

　
限
度
額
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用
、
�

　
　
標
準
負
担
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�

減
額
認
定
証
の
�

　
更
新
に
つ
い
て
�

　
�

一
部
負
担
金
の
�

　
限
度
額
が
�

　
　
一
か
月
五
千
円
に
�

�

▼
申
請
な
ど
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
健
康
課
医
療
係�

　
（
1
２
２
・
３
３
３
７
内
線
５
１
２
、
５
１
３
）
へ
。�

�　
　
�

　
　
　
�

��　
�

　
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
と
き
の
負
担
割
合
は
、

一
般
の
人
は
一
割
で
す
が
、
一

定
以
上
所
得
者
（
同
一
世
帯
に
、

課
税
所
得
が
百
二
十
四
万
円
以

上
の
七
十
歳
以
上
の
人
ま
た
は

老
人
保
険
医
療
受
給
者
の
人
が

い
る
場
合
）
は
二
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
�

　
負
担
割
合
は
毎
年
七
月
に
、

前
年
医
療
の
所
得
に
よ
り
判
定

し
ま
す
。
所
得
の
見
直
し
に
よ
�

り
、
八
月
一
日
か
ら
負
担
割
合

が
変
わ
る
人
に
は
、
七
月
末
ま

で
に
新
し
い
受
給
者
証
を
交
付

し
ま
す
。
�

負
担
割
合
に
変
更
の
な
い
人
は

受
給
者
証
の
更
新
は
あ
り
ま
せ

ん
。
�

�

������　
�

��　
二
割
負
担
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
人
で
、
七
十
歳
以
上
の

人
と
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の

人
の
収
入
の
合
計
が
、
二
人
以

上
の
場
合
は
六
百
三
十
七
万
円

未
満
、
一
人
の
場
合
は
四
百
五

十
万
円
未
満
で
あ
る
と
申
請
し
、

認
め
ら
れ
る
と
負
担
割
合
が
一

割
と
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

人
は
、
健
康
課
医
療
係
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
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▽
印
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健
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証
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医
療
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者
証
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▽
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現
在
お
持
ち
の
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認
定
証

は
本
年
七
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三
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一
日
で
有
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限
が
切
れ
ま
す
。
平
成
十
五

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
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す
る
老
人
保
健
医
療
受
給
者
の

人
は
、
健
康
課
医
療
係
ま
で
減

額
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
�

　
▽
印
鑑
�

　
▽
健
康
保
険
証
�

　
▽
医
療
受
給
者
証
�

　
▽
過
去
一
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で
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以

　
　
上
入
院
さ
れ
た
人
は
そ
の

　
　
領
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証
�
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���　
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��　
本
年
七
月
一
日
か
ら
、
乳
幼

児
医
療
（
外
来
一
割
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担
）
の

受
給
者
の
医
療
機
関
窓
口
で
の

一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
一
か

月
五
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
給
者
に
と
っ
て
は
、
支
払
い

が
五
千
円
を
超
え
な
い
た
め
、

安
心
し
て
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
�

　
ま
た
、
現
行
と
同
様
に
複
数

の
医
療
機
関
で
受
診
し
、
一
部

負
担
金
の
合
計
が
一
か
月
で
五

千
円
を
超
え
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
�
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領
収
書
�
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印
鑑
�
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健
康
保
険
証
�

　
▽
医
療
費
受
給
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証
�

　
▽
預
金
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帳
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振
込
み
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な

　
　
り
ま
す
）
�

▼
詳
し
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は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
健
康
課
医
療
係
（
1
２
�

２
・
３
３
３
７
内
線
５
１
２
、

５
１
３
）
へ
。
�

65
〜
69
歳
の
�

非
課
税
の
人
が
�

老
人
医
療
の
対
象
に
�

�� �　
　
�

������　
本
年
七
月
一
日
か
ら
老
人
医

療
費
助
成
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
で
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
住
民

税
非
課
税
の
人
が
老
人
医
療
の

受
給
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
、
平
成

十
五
年
度
課
税
と
な
る
人
に
は
、

非
該
当
の
通
知
を
し
ま
す
。
引
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続
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該
当
の
人
に
は
六
月
末

ま
で
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵

送
し
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
の

住
民
税
非
課
税
で
、
受
給
者
証

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
健
康

課
医
療
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
�

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の
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▽
印
鑑
�

　
▽
健
康
保
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証
�

▼
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し
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康
課
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療
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1
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３
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線
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１
２
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５
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３
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�
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福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
�

更
新
し
ま
す
�

�　老
人
医
療
や
障
害
者
医

療
、
乳
幼
児
医
療
な
ど
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

七
月
一
日
か
ら
更
新
し
ま

す
。
�

　
有
効
期
限
が
本
年
六
月

三
十
日
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
人
で
、
所
得
調
査

な
ど
の
審
査
の
結
果
、
引

き
続
き
該
当
さ
れ
る
人
に

は
六
月
末
ま
で
に
、
新
し

い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。
�

　
母
子
家
庭
な
ど
の
人
に

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
健
康
課
医
療
係
ま

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健

康
福
祉
館
内
健
康
課
医
療

係
（
1
２
２
・
３
３
３
７

内
線
５
１
２
、
５
１
３
）

へ
。
� �
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74

読書でスタート！�読書でスタート！�読書でスタート！�読書でスタート！�読書でスタート！�
洲本市立洲本第一小学校洲本市立洲本第一小学校�洲本市立洲本第一小学校�

　読書を通して豊かな感性を養いたい、自ら学ぶ力をつけさせたいと願って始めた読書タイムでしたが、
驚いたことに、月日を経るごとに学級全体に落ち着きが出てきました。朝、落ち着いた雰囲気の中で一日
のスタートをきることができるということは、本当に良いことです。�
　ところで、昨年度は総合的な学習が初めて実施された年でもあり、３～６年生は調べ学習に限定してき
ましたが、本年度は好きな本を自由に読むことに切り替えました。子どもたちがより一層本を好きになっ
てくれるよう願います。　　�
�

　洲本第一小学校では、次のことをねらいとして昨年度から朝の読書「うしおタイム」を始めました。�
　　１読書を通して、感性を育て情緒豊かな児童の育成を
　　　図り、人間としての生き方を考えさせる。�
　　　読書を通して、自ら学び考える力を育て、児童の興味・
　　　関心に基づく学習への展開を図る。�
　１・２年生は「本に親しませる」ための、３～６年生は
総合的な学習の一環としての「調べ学習」としての読書タ
イムにしました。�
　朝のチャイムが鳴ると、子どもたちはわれがちに学級文
庫に駆け寄り、自分の好きな本を選びます。中には自分の家から持ってきた本を読んだり、図書室から借
りてきた本を出す子もいます。やがて、静かなしっとりとしたひとときが訪れます。１年生の教室からは、
なにやら大人の人の声が聞こえます。そうです、１年生の担任教師が本の読み聞かせをしているのです。
１年生はまだ本が読めません。でも、教師の読み聞かせる絵本に一心不乱に聞き入っています。�
　こうして１年たった３月に、子どもたちにアンケートをとりました。次はその結果です。�
�

２�

１・２年生対象アンケート集計結果�

アンケート項目�

毎朝本を読むのは楽しいですか�

前より本を読むのが好きになりましたか�

前より本を読むのが速くなりましたか�

前より本を読むのが上手になりましたか�

自分で読みたい本が探せるようになりましたか�

８５％�

７９％�

７７％�

８３％�

９４％�

２８％�

５９％�

５０％�

２６％�

�

６４％�

３３％�

４４％�

５８％�

�

８％�

８％�

１％�

６％�

�

１５％�

２１％�

２３％�

１７％�

６％�

はい　いいえ�

３～６年生対象アンケート集計結果�

アンケート項目�

読書を通しての調べ学習はできましたか�

読書を通しての調べ学習は楽しいですか�

目的に応じた本をさがせるようになりましたか�

うしおタイムで調べたことを、総合的な学習の�
時間に生かせましたか�

はい　だいたい いいえ�
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合併浄化槽の早期設置を！�
補助金を利用して�

合併浄化槽の早期設置を！�
補助金を利用して�

合併浄化槽の早期設置を！�
補助金を利用して�

合併浄化槽の早期設置を！�
補助金を利用して�

合併浄化槽の補助金�

�
�
　公共下水道区域外が、補助金交付の対象地域です。市役所環境整備課で合併浄化槽の設置予定
場所が補助対象の区域に該当するかどうかを確認してください。�
�
�
　申請者が居住する専用住宅に合併浄化槽を設置する場合が対象になります。�
�
�
　浄化槽の保守点検は、法律により設置者に義務づけられています。　保守点検は通常、保守点
検業の登録業者に管理を委託（有料）して行います（保守点検業の登録と清掃の許可を同じ業者が持っている場
合があります）。�
　保守点検は「浄化槽管理士」という国家資格を持った人たちによって行われます。保守点検の料金は、
使用者の負担です。契約する時に登録業者が分からない人は淡路県民局県民生活部環境課、清掃業者
については市役所環境整備課にそれぞれお問い合わせください。�
　保守点検回数　合併浄化槽は３～４か月に１回以上の保守点検が必要です。また、単独浄化槽は処
理方式により異なり、全ばっ気方式は３か月、分離ばっ気方式は４か月に１回以上の点検が必要です。�
　清掃   清掃は保守点検に基づき、その時期を決定しますが、年１回は行ってください。全ばっ気方式
については、おおむね６か月ごとに１回以上行ってください。�
　なお、浄化槽の清掃については、市の許可を受けた業者に依頼してください。�
�
 �
　法定検査（定期検査）とは　浄化槽からの排水によって川が汚れたり、悪臭が発生しないように、
浄化槽法に基づき設置状況や維持管理状況を客観的に把握するため、浄化槽の構造や保守点検状況、
水質などについて、毎年１回兵庫県に代わって法定検査機関である兵庫県水質保全センターが行うも
ので、必ず受けなければならない検査です。�
　検査の制度　新たに浄化槽を設置した場合は使用開始後６か月から８か月の間に検査（７条検査）
を受けます。その後、定期検査（１１条検査）を年１回受けなければなりません。�
　今後の検査実施については、兵庫県水質保全センターから検査通知の案内がありますので受検しく
ださい。�
   水質保全センター（　 ０７８・３０６・６０２１）�
　詳しくは、淡路県民局県民生活部環境課（　２６・２０７２）か、市役所市民生活部環境整備課�
  （　２２・３３２１内　線３４３）、兵庫県水質保全センター（　０７８・３０６・６０２１）へ。�
�

　家庭などの排水は公共下水道または浄化槽により処理する必要が
ありますが、どちらで処理するかはお住まいの区域により異なります。�
　現在、浄化槽を設置する場合、合併浄化槽の設置が義務づけられ
ており、洲本市では平成５年度から設置費用の一部を国・県・市で
補助金として平成１４年度末までに７３０基分を交付してきました。�
　しかし、平成１６年度をもって県補助分の廃止が予定されている
ため、補助金が減額になる可能性があります。また、予算の範囲内
での交付なので申請が集中した場合は補助金を交付できないことも
ありますので、早期の設置をお勧めします。�
　し尿のみを処理する「単独浄化槽」をお使いの人も、台所や風呂、洗濯などの生活雑排水も一緒に処
理できる合併浄化槽の設置をお願いします。�

補助対象区域�

補助対象住宅�

保守点検・清掃の委託�

法定検査の必要性�

▼
 

補 助 金 額 �

３５４,０００円�

４６３,０００円�

５７１,０００円�

�

浄化槽規模� 補助金�

５ 人 槽 �

７ 人 槽 �

１０人槽�
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たまねぎのオーナー制度　収穫体験�

第３回合併協議会が開催されました�

人権擁護委員は、皆さんの身近な相談相手�高齢者にも　防犯意識を！�

今年から始まった「たまねぎのオーナー制度」の収穫が、

６月１日前平で行われました。およそ３００人の家族づれな

どが参加し、抱えきれないほどのたまねぎを収穫し、持ち帰

りました。�

洲本市・五色町合併協議会が、５月２２日山手の

福祉会館で開かれました。今回の協議会では、新市

建設計画の策定方針などが提案されました。次回は、

６月２６日、五色町民センターで開催される予定です。�

６月１日は人権擁護委員の日です。昭和２４年人権

擁護委員法が施行されたことを記念して定められたも

ので、この日はジャスコ新洲本店前で、人権擁護委員

や法務局職員により自由人権思想の普及・高揚を図る

ための街頭啓発が行われました。�

洲本長寿社会対策推進協議会総会が、５月９日洲本

警察署で開かれました。この協議会は、高齢者の保護

と社会参加を進めることで犯罪を防ごうと設立された

もので、参加した老人クラブ連合会や福祉関係者に、

警察から防犯懇談会計画の要請などがされました。�

写真�ニュース�



私たちの暮らしを支える　水道水�戦没者追悼式が行われました�
６月１日～７日は水道週間です。安全で良質な水を安

定供給するために、水道への理解を深めるとともに、日

ごろ見落としがちな水の大切さを今一度考えてもらおうと、

水道週間ポスターや習字の展示、水道施設の見学などが

行われました。�

大きく育て　私たちのさつまいも�

私の好きな兵庫の風景�

仲津子供会が５月２５日に、さつま芋の苗植えを行い

ました。同町内の人が貸してくれた田んぼに、参加した

子どもたちは、秋に収穫できることを楽しみに一生懸命

植えました。�

県が募集した「私の好きな兵庫の風景１００選」に、

洲本市から三熊山と成ヶ島が選ばれました。５月１４

日から２７日まで兵庫県公館で写真展が開催され、県

下の多様な自然と各地の独特の文化が紹介されました。�

６月１日は　「善意の日」�
６月１日は善意の日です。善意の日にちなんで善行

を表彰するのじぎく賞に、安乎地区給食グループ（藤

岡佐太郎代表）と、樫木良美さん（山崎）が選ばれま

した。また、中川市長などが由良総合福祉センター訪

問し、入所者を激励しました。�

花のイベントに　にぎわい�

洲本市戦没者追悼式が、５月２２日市民会館で行われ

ました。黙祷や式辞の後に、遺族など関係者代表が献花

台に花を捧げ、１７２３柱のみたまの冥福と恒久平和を

願いました。�

１３�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
虫
歯
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
レ
ン

サ
球
菌
の
家
庭
内
感
染
に
よ
る

感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
て

き
ま
し
た
。
人
間
の
口
の
中
に

は
数
百
種
類
も
の
細
菌
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
歯
垢

一
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
中
に
約
二
億

も
の
細
菌
が
い
ま
す
。�

　
こ
の
細
菌
の
中
に
、
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
レ
ン
サ
球
菌
と
い
う
一

群
の
細
菌
が
い
ま
す
。
歯
の
表

面
に
付
着
し
て
い
る
こ
れ
ら
の

細
菌
が
砂
糖
な
ど
か
ら
酸
を
つ

く
っ
て
、
Ｐ
Ｈ
を
下
げ
る
と
脱

灰
（
歯
が
溶
け
る
）
が
始
ま
り
�

ま
す
。
し
か
し
、
唾
液
の
働
き

に
よ
り
再
石
灰
化
（
溶
け
た
歯

が
元
に
戻
る
）
が
起
こ
り
ま
す
。

　
虫
歯
は
こ
の
脱
灰
と
再
石
灰

化
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
結
果

で
あ
る
こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
細
菌
は
出
生
後
、

歯
が
生
え
る
ま
で
の
乳
幼
児
の

口
の
中
に
は
存
在
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
歳
半
か
ら
二
歳
半
ま
で

の
間
に
口
の
中
に
現
れ
て
来
ま

す
。
そ
こ
で
親
の
口
の
中
か
ら

こ
れ
ら
の
細
菌
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。�

　
し
か
し
、
口
の
中
か
ら
こ
れ
�

��ら
の
細
菌
を
取
り
除
く
こ
と
は

な
か
な
か
大
変
な
こ
と
な
の
で

す
。
そ
れ
は
歯
の
表
面
に
作
ら

れ
た
歯
垢
の
中
の
細
菌
が
自
分

た
ち
を
守
る
た
め
に
バ
イ
オ
フ

ィ
ル
ム
と
い
う
も
の
を
作
る
か

ら
で
す
。
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
と

い
う
の
は
ち
ょ
う
ど
細
菌
が
よ

ろ
い
を
着
て
歯
に
く
っ
つ
い
た

よ
う
な
状
態
の
こ
と
で
、
口
を

ゆ
す
い
だ
だ
け
で
は
落
ち
な
い

の
で
す
。�

　
口
の
中
か
ら
細
菌
を
完
全
に

取
り
除
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
そ
ん
な
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
親
の
口
の
中
か
ら
こ
れ
ら

の
細
菌
を
少
な
く
す
れ
ば
い
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
砂
糖

を
取
る
の
を
少
な
く
す
る
こ
と
と
、

歯
磨
き
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
で
す
。
し
か
し
、
歯
ブ
ラ
シ

の
あ
て
方
や
動
か
し
方
が
よ
く

な
い
と
歯
垢
は
取
れ
ま
せ
ん
。

よ
く
わ
か
ら
な
け
れ
ば
歯
医
者

さ
ん
で
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に
こ

れ
ら
の
細
菌
を
感
染
さ
せ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

�

高津歯科医院�

高津匡雄 歯科医師�

募

集

�
　
虫
歯
は
人
か
ら
う
つ
る
感
染
症�

　
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
と
理

解
を
深
め
、
健
康
な
毎
日
が
お

く
れ
る
よ
う
「
第
二
十
四
回
健

康
大
学
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
�

　
洲
本
市
医
師
会
、
洲
本
市
歯

科
医
師
会
の
医
師
の
ほ
か
、
多

彩
な
講
師
陣
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門

分
野
で
分
か
り
や
す
く
講
義
し

ま
す
の
で
気
軽
に
受
講
で
き
ま

す
。
�

◆
と
　
き
　
七
月
五
日
g
〜
十

　
月
中
旬
、
毎
週
土
曜
日
、
（
内

十
三
回
）
、
午
後
二
〜
四
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
�

　
た
は
勤
務
し
て
い
る
十
八
歳

　
以
上
の
人
�

◆
受
講
料
　
千
円
�

◆
募
集
定
員
　
五
十
人
程
度
�

◆
申
　
込
　
六
月
三
十
日
b
 
 
 
 
 

　
ま
で
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。
�

▼
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
1

２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

　
�

���　市
で
は
、
交
通
事
故
に
遭
わ

れ
た
人
を
救
済
す
る
た
め
に
「
市

民
交
通
傷
害
保
険
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
気
づ
い
た
と

　
き
に
個
人
加
入
で
き
ま
す
。
�

◆
保
険
期
間
　
加
入
し
た
時
か

　
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で
。
�

◆
保
険
料
　
一
人
六
百
円
、
二

　
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
�

◆
支
払
保
険
料
　
加
入
口
数
一

　
口
に
つ
き
、
最
高
百
万
円
（
死

　
亡
）
最
低
五
千
円
（
傷
害
）

　
の
保
険
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
�

◆
加
入
手
続
　
申
込
み
カ
ー
ド

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

　
険
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
申
込
カ
ー
ド
は
、

　
市
役
所
人
権
推
進
課
の
窓
口

　
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
　
市
役
所
市
民
生

活
部
人
権
推
進
課
（
1
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
６
）
へ
。
�

�　
�

　
�

　
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本
支
店
で
は
、

農
園
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
を
食
卓
に
配
膳
で

き
て
、
健
康
を
約
束
し
て
く
れ

ま
す
。
�

◆
と
こ
ろ
　
大
野
信
号
よ
り
東

　
へ
五
十
　
�

◆
面
積
　
一
区
画
・
十
五
平
方

　
　
（
約
五
坪
）
�

◆
貸
出
期
間
　
二
年
間
�

◆
利
用
料
金
　
七
千
円
�

▼
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲

本
支
店
経
済
課
（
1
２
２
・
１

４
２
０
）
へ
。
�

� 健
康
大
学
受
講
生
�

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
�

思いがけない事故に備えて
�

市
民
交
通
傷
害
保
険
�

「
市
民
貸
し
農
園
」
で
�

自
家
野
菜
を
�

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
�

�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

�



�

１５�

わが家の　ホ ー プ�

これからも元気に育ってね。�
　　　　　　　　　　　母：忍さん（由良）�

楠本　美有 ちゃん（平成13年6月15日生まれ）�

���　
�

��　
�

　
平
成
十
四
年
四
月
以
降
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を

さ
れ
た
人
の
免
除
承
認
期
間
は
、

平
成
十
五
年
六
月
分
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
七
月
中

に
再
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

前
回
失
業
を
理
由
に
免
除
さ
れ

た
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回

同
様
、
失
業
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
再
度
申
請
時
に
お
持
ち

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生
活

部
市
民
課
国
保
年
金
係
（
1
２
�

２
・
３
３
２
１
内
線
２
５
３
）
へ
。
�

�� 

教
科
書
の
内
容
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
に
関
心

を
持
つ
と
と
も
に
、
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
十

五
年
度
の
使
用
教
科
書
目
録
に

記
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
見
本

を
展
示
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
六
月
二
十
日
f
〜
�

 
七
月
九
日
d
（
た
だ
し
土
、
�

 
日
曜
日
を
除
く
）
午
前
九
時
�

 
〜
午
後
五
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
立
洲
本
第

　
二
小
学
校
、
東
浦
町
立
東
浦

　
中
学
校
、
三
原
町
立
市
小
学
校
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
６
）
へ
。
�

��◆
職
　
種
　
行
政
職
、
技
術
職
、

　
税
務
職
�

◆
受
付
期
間
　
七
月
一
日
c
〜
�

 
八
日
c
�

◆
第
一
次
試
験
　
九
月
七
日
a
�

▼
詳
し
く
は
、
人
事
院
近
畿
事

務
局
（
1
０
６
・
４
７
９
６
・

２
１
９
１
）
へ
。
�

　
�

��

�　
関
西
電
力
株
三
原
営
業
所
、

津
名
営
業
所
が
、
六
月
二
十
九

日
で
閉
店
と
な
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
両
営
業

所
で
取
り
扱
っ
て
い
た
業
務
は
、

淡
路
営
業
所
で
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

◆
淡
路
営
業
所
（
洲
本
市
山
手

２
ー
３
ー
２
８
、
1
２
２
・
０

６
０
５
）
�

����◆
六
月
二
十
六
日
e
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
前
十
時
半
�

 
ク
ラ
ヤ
三
星
堂
淡
路
支
店
�

▽
午
前
十
一
時
〜
十
二
時
半
�

 
淡
路
信
用
金
庫
本
店
�

▽
午
後
二
時
〜
二
時
半
�

 
渡
辺
パ
イ
プ
�

▽
午
後
三
時
〜
午
後
四
時
�

 
J
A
日
の
出
洲
本
支
店
本
部
�

◆
七
月
二
十
二
日
c
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
�

　
洲
本
市
役
所
�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
 
�

　
関
西
電
力
�

▽
午
後
三
時
半
〜
四
時
半
�

 
洲
本
郵
便
局
�

◆
七
月
二
十
三
日
d
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

　
本
保
健
所
）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

�

平
成
十
四
年
四
月
以
降
、
�

国
民
年
金
保
険
料
の
�

免
除
申
請
を
さ
れ
た
人
へ
�

教
科
書
展
示
会
開
催
�

�

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

風水害対策推進月間です。�
６月１日～６月３０日�

　梅雨期は、年間降雨量の２０

～３０　が降るといわれています。

また、台風期と並んで水害の危

険性が最も高い時期として警戒

が必要です。　�

　兵庫県警察では、梅雨期にお

ける風水害から県民の皆さんの

尊い命と財産を守るため�

○災害危険か所のパトロール�

○防災情報の交換など防災関係機関などとの連携�

○防災訓練の実施�

　などを重点として、地域住民の皆さんと協力し

て風水害の諸対策を推進していくことにしています。�

 　　　　　　　　洲本警察署�

�
今月の資源ごみの拠点回収�
　６月２６日（木）（第４木曜日）�

午前７時～正午�
�

�
◆市民税県民税　　　　　全期・第１期�
◆納　　　　期                  ６月３０日（月）�
納税は、便利な口座振替えをご利用ください。�
　　　　　市役所総務部税務課�
�

今月の納期�

�

�

み� う�

�

�

パー�
セント�

献
血
日
程�

い
ち
�

国
家
公
務
員
3
種
試
験
�

広
告�日本最初の�

健康体操�
●洲本教室…中央公民館（第２・第４木曜日 朝１０時）�
●安乎教室…安乎公民館（月１回 夜７時３０分）�

０７９９－２４－３３８７（山本千代子）�
０７９９－８６－０８９３（本多佐和子）�
－お問い合せ－�

じ きょう じゅつ�生徒募集�

へ�

�
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�

�　
街
頭
犯
罪
と
は
、
路
上
強
盗
、

ひ
っ
た
く
り
、
車
上
狙
い
な
ど
、

街
頭
で
発
生
す
る
十
種
類
の
犯

罪
を
言
い
ま
す
。
今
年
四
月
末

ま
で
の
認
知
数
は
、
�

▽
路
上
強
盗
〇
件
　
▽
強
制
わ

い
せ
つ
一
件
　
▽
ひ
っ
た
く
り

二
件
　
▽
車
上
狙
い
十
一
件
　

▽
自
動
販
売
機
荒
ら
し
十
三
件

▽
自
動
車
盗
四
件
　
▽
オ
ー
ト

バ
イ
盗
十
八
件
　
▽
自
転
車
盗

五
十
七
件
　
▽
部
品
盗
十
二
件

▽
器
物
損
壊
 
六
十
件
�

合
計
 

百
七
十
七
件
（
昨
年
同

期
対
比
八
十
件
増
）
�

　
今
年
は
、
車
上
狙
い
、
自
動

販
売
機
荒
ら
し
、
オ
ー
ト
バ
イ

盗
、
自
転
車
盗
、
器
物
損
壊
の

増
加
が
目
立
ち
ま
す
。
�

　
オ
ー
ト
バ
イ
盗
と
自
転
車
盗

被
害
の
大
半
は
無
施
錠
で
す
。

車
上
狙
い
や
器
物
損
壊
の
多
く

は
、
路
上
駐
車
や
駐
車
場
に
駐

車
中
の
車
両
が
被
害
に
遭
っ
て

い
ま
す
。
�

《
防
犯
対
策
と
し
て
》
�

▽
家
、
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

に
は
必
ず
鍵
を
掛
け
る
。
▽
自

転
車
に
は
、
ひ
っ
た
く
り
防
止

の
カ
ゴ
ネ
ッ
ト
を
付
け
る
。
▽

家
の
周
囲
や
駐
車
場
を
明
る
く

す
る
。
▽
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
。
▽
路
上
駐
車
は
し
な
い
。

▽
ご
近
所
と
協
力
し
て
、
お
互

い
注
意
す
る
。
�

な
ど
、
防
犯
意
識
を
高
め
て
く

だ
さ
い
。
�

��　
�

�　
外
国
人
の
一
部
に
は
、
日
本

に
不
法
入
国
し
た
り
、
在
留
期

間
を
超
え
て
日
本
に
在
留
す
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
日
本
に
不

法
残
留
す
る
外
国
人
は
本
年
一

月
一
日
現
在
約
二
十
二
万
人
で
、

そ
の
大
部
分
が
不
法
就
労
し
て

い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
外
国
人
の
雇
用
に
当
た

っ
て
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
を

な
ど
を
見
て
在
留
資
格
の
確
認

を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
短
期
滞
在
」
な
ど
働

く
こ
と
の
認
め
ら
れ
て
い
な
い

在
留
資
格
の
外
国
人
を
雇
用
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
�

　
警
察
で
は
、
不
法
滞
在
・
不

法
就
労
な
ど
の
来
日
外
国
人
犯

罪
の
取
締
り
の
ほ
か
、
不
法
就

労
防
止
の
た
め
の
地
域
協
議
会

な
ど
を
通
じ
て
不
法
就
労
防
止

を
呼
び
か
け
た
り
、
外
国
人
従

業
員
・
研
修
生
な
ど
の
正
規
滞

在
者
に
対
し
て
、
事
件
・
事
故

な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
�

 
 
 
 
洲
本
警
察
署
�

�

街
頭
犯
罪
が
激
増
！
�

　市では、男女共同参画プランの推進に向けて、「洲本市男
女共同参画推進委員会」を設置し、学識経験者をはじめとす
る委員の皆さんから広く意見を求めることとしています。�
　市民とのパートナーシップに基づき推進するため、委員会
に参加してくださる委員を募集します。�
　◆募集人数　３人以内�
　◆応募資格　２０歳以上の市内在住者または市内在勤者で
　　男女共同参画社会について関心がある人�
　◆締　　切　６月３０日b�
　◆応募方法　指定の応募用紙に必要事項を記入の上、次の
　　テーマで八百字以内で小論文を作成し、市役所市民生活
　　部人権推進課へ提出してください。�
　◆小論文テーマ　　ジェンダーについて　　家庭や地域に
　　おける意識づくりについて　　男女が共に働きやすい環
　　境づくりについて�
　詳しくは、市役所市民生活部人権推進課男女共同参画係（1

　２２・３　３２１内線３７９）へ｡�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

洲本市男女共同参画推進委員会委員募集�

�

お問い合せ先　洲本ガス（株）�
TEL 22-4424　FAX 24-1410

�
�

�
�
�
�



２５４�

ミズイロオナガシジミの成虫�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
�

�　
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
科
に
は
、
ゼ

フ
ィ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
仲
間
が

あ
り
、
日
本
に
生
息
し
て
い
る

の
は
二
十
五
種
類
で
す
が
、
ミ

ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
も
そ
の

仲
間
で
す
。
羽
の
表
面
は
黒
褐

色
で
目
立
ち
ま
せ
ん
。
�

　
こ
の
チ
ョ
ウ
は
年
一
回
の
発

生
で
、
成
虫
は
六
月
上
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
現
れ
ま
す
。
平

地
の
ク
ヌ
ギ
林
に
多
く
、
夕
方

に
な
る
と
、
樹
上
を
活
発
に
飛

び
回
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
�

　
卵
は
ク
ヌ
ギ
類
の
枝
に
生
み

付
け
ら
れ
、
翌
年
の
春
ふ
化
し

ま
す
。
幼
虫
は
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ

ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
若
葉
を

食
べ
て
成
長
し
、
樹
幹
の
ひ
だ

な
ど
で
、
な
さ
ぎ
に
な
り
ま
す
。
�

　
本
種
は
北
海
道
か
ら
九
州
に

か
け
て
分
布
す
る
普
通
種
で
す
。

淡
路
島
で
も
各
地
で
見
ら
れ
た

の
で
す
が
、
最
近
は
個
体
数
が

激
減
し
て
い
ま
す
。
�
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広
告�

　洲本市では、『洲本市都市計画マスタープラン』を平成１５
年度、１６年度の２か年で策定します。�

1都市計画マスタープランは､都市計画の基本的な方針を定め
　るものです。�
　『都市計画マスタープラン』は､住民に最も近い立場にある
市町村が､その創意工夫の下に住民の意見を反映し策定する､
都市づくり･まちづくりの基本的な計画です。洲本市の将来の
都市像や人口､住宅地･商業地などの配置や整備の方針､道路･
公園･下水道の整備方針､自然環境の保全の方針､景観の形成の
方針など､都市づくりやまちづくりについての将来目標や整備
の方針を定めます。�
　洲本市の全体を対象とする「全体構想」と､市域内の各地域
を対象とする「地域別構想」の２段階で構成します。�
2用途地域の指定､道路･公園の建設など､個々の都市計画やま
　ちづくりは、都市計画マスタープランに基づいて実現を図
　ります。�
　個々の都市計画による土地利用の規制･誘導や各種のまちづ
くり（整備事業など）は､都市計画マスタープランに基づいて
進められることとなります。�
　具体的には､用途地域などの指定、道路･公園･下水道などの
都市施設の配置･整備､土地区画整理事業などの市街地開発事業､
地区計画などは､都市計画マスタープランの計画内容に即して
実現を図ることになります。�
なお､『洲本市都市計画マスタープラン』は､洲本市の全体計
画（洲本市総合基本計画）や兵庫県の全体計画（21世紀兵庫
県長期ビジョン）などを踏まえて､“都市計画”の分野に関す
る将来計画を定めることになります。また､市や県の関連する
計画とも調整を図ります。�
�

1市民の皆さんの意向を反映させながら計画の策定を進めます。�
　『洲本市都市計画マスタープラン』を策定する段階では､洲
本市広報･ホームページなどに検討内容を掲載するなどの方法
により､広く市民の皆さんの意向を伺い､反映させながら､計画
案づくりを進める予定です。�
　また､計画案は､学識経験者･市議会議員･市民代表などで組織
されている“洲本市都市計画審議会”の審議を経たうえで､都
市計画マスタープランとして決定されることになります。�
　詳しくは市役所都市整備部都市計画課（1２２･３３２１内線
２３６）へ。�

�
�

夏のエコスタイル･キャンペーン実施中�
�
�

夏のエコスタイル･キャンペーン実施中�

６月～９月６月～９月�
市職員ノーネクタイで勤務市職員ノーネクタイで勤務�

�

６月～９月�
市職員ノーネクタイで勤務�

�

（しとうりゅう）�

水�
日�

洲本市スポーツセンター�
洲本市スポーツセンター�

p.m．6：00～8：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

　市では、オフィスなどの
適正冷房の徹底による省エ
ネルギーの一層の推進を通
じて地球温暖化を防止し、
環境と共生するビジネス文
化の定着･発信を展開中の関
西広域連携協議会「関西夏
のエコスタイル・キャンペ
ーン」の一環として、６月から９月までの４か月間、
２８度以上の適正冷房を維持し会議や執務時間中の
職員の軽装に取り組むため、�
　1上着を着用しない�
　2ノーネクタイに努める�
こととしておりますので、ご理解をお願いします。�
　　　　　　　　市役所総務課�

都市計画マスタープランとは？�

都市計画マスタープランの策定方法は？�
�
�

▼
�
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抹
茶
ゼ
リ
ー

�

オ
レ
ン
ジ
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー�

◆ 

作
り
方
�

　
ゼ
ラ
チ
ン
を
水
の
中
に
入

　
れ
て
、
ふ
や
か
す
。�

　
抹
茶
と
砂
糖
を
よ
く
混
ぜ
、

　
熱
湯
で
溶
く
。�

　
牛
乳
を
温
め
て
、
火
を
止
め

　
て
　
を
入
れ
溶
か
す
。
　
の

　
抹
茶
を
加
え
て
混
ぜ
る
。�

　
荒
熱
を
取
り
、
型
に
入
れ
冷

　
や
し
固
め
る
。
型
か
ら
出
し
、

　
茹
で
小
豆
を
添
え
る
。�

◆ 

作
り
方�

　
ゼ
ラ
チ
ン
を
水
の
中
に
入�

　
れ
て
ふ
や
か
す
。�

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
み
か
ん
を�

　
よ
く
混
ぜ
る
。�

　
牛
乳
を
温
め
て
、
さ
と
う
を

　
加
え
て
火
を
止
め
る
。
　
を

　
入
れ
て
溶
か
す
。
荒
熱
を
取

　
り
　 

を
混
ぜ
る
。�

　
型
に
入
れ
て
、
冷
や
し
固
め

　
る
。�

�

�

乳幼児結核検診を行います�乳幼児結核検診を行います�
  乳幼児のツベルクリン反応とＢＣＧ接種を次の日程で行い
ます。�
  母子手帳と予診票を持参して受けてください。�
◆対象児  平成１４年７月１日～平成１５年２月２８日生ま
　れほか、４歳未満で、１回も接種を受けていない子供。�
◆実施時間  午後２時～２時３０分まで。�
　�

６月３０日（月）�

７月  ７日（月）�

７月１４日（月）�

６月１８日（水）�

７月  ９日（水）�

７月  ２日（水）�

７月１６日（水）�

６月２０日（金）�

対 象 地 区 � 実 施 場 所 �

由 良 公 民 館 �

健康福祉会館２Ｆ�

健康福祉会館２Ｆ�

健康福祉会館２Ｆ�

判定・ＢＣＧ�ツベルクリン反

本町・下加茂・宇

山・塩屋・炬口・

安乎・中川原�

由 良 ・ 上 灘 �

物部・栄町・小路

谷･山手・海岸通

・奥畑・桑間・上

加茂・上内膳・下

内膳・納�

上物部・津田・千

草・新村･池田・

池内・大野・宇原

・金 屋・木 戸・�

鮎屋・前平�

　７月２８日から成人病などの集団健診が始まります。�
　市では、集団健診や農協と共同で町ぐるみ健診、胃がん・
肺がん・大腸がん検診などを市内各地域で毎年行っています。�
  対象者は４０歳以上の市民で、７０歳以上の人は無料です。
お気軽に受診してください。�
�

▼
�

◆申  込 　予約は７月１日から受け付けします。大腸がん検
診を受診される人は、受診希望日の３日前までに市保健セ
ンターへお申込みください。また、胃がん・肺がん検診を
受診される人は、時間を指定しますので、受診希望日、時
間を予約してください。�
�

問診、身体計測、理学的検査、血圧測定、尿検査、血液検査、

心電図検査、眼底検査�

農協と共同で行う健診。検査内容は成人病健診と同じです。�

問診、胃部Ｘ線撮影。�

肺結核検診を兼ねています。問診、胸部Ｘ線撮影。�

喀痰検査（ハイリスク者）�

便潜血反応検査、問診�

平成１６年３月３１日現在で４０，４５，５０，５５，６０，６５，７０歳で希

望する人�

５０歳以上の男性で希望する人。�

健診時間　 ８：００～１２：００（受付  １１：３０まで）�
町ぐるみ健診・成人病健診�
　◆健診料  １，３００円�
胃がん検診（予約が必要）�
　◆検診料  ６００円　　検診当日は起床時から朝食・飲み物・薬  
　　など一切飲食物は取らないでください。�
肺がん検診（予約が必要）�
　肺結核検診を兼ねて実施 します。�
　◆検診料  ２００円（喀痰検査が必要な人は別に５００円が必要）�
大腸がん検診�
　◆検診料  ５００円　　便採取容器をお渡します。�
前立腺がん検診�
　◆検診料  １，５００円　　５０歳以上の男性血液で検査します。�
肝炎検診�
　◆検査料  ８００円�
�

▽
�

▽
�

▽
�

　詳しくは、市保健センター（　２２・３３３７）へ。�

成人病健診�

�

町ぐるみ健診�

胃がん検診�

肺がん検診�

�

大腸がん検診�

肝炎ウイルス検診�

�

前立腺がん検診�

成人病などの集団健診日程表成人病などの集団健診日程表�成人病などの集団健診日程表成人病などの集団健診日程表�成人病などの集団健診日程表�

７月２８日（月）�

２９日（火）�

３０日（水）�

３１日（木）�

８月  １日（金）�

２日（土）�

２５日（月）�

２６日（火）�

２７日（水）�

２８日（木）�

２９日（金）�

町 ぐ る み 健 診 �
胃 が ん 検 診 �
肺 が ん 検 診 �
大 腸 が ん 検 診 �
肝炎ウィルス検診�
前立腺がん検診�

成 人 病 健 診 �
胃 が ん 検 診 �
肺 が ん 検 診 �
大 腸 が ん 検 診 �
肝炎ウィルス検診�
前立腺がん検診�
�

安 乎 中 学 校 �

中 川 原 中 学 校  �

大 野 小 学 校  �

千 草 公 民 館  �

加 茂 小 学 校  �

由 良 公 民 館  �

スポーツセンター �

�

健 康 福 祉 館  �

�

と    き              と    こ    ろ          内      容�
�

あなたの健康チェックしましょう。集団健診を開催します。�あなたの健康チェックしましょう。集団健診を開催します。�あなたの健康チェックしましょう。集団健診を開催します。�

栄養士　久保田　とし子�
�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

ミ�
　リ�
�

グラ�
ム�

   ◆ 抹茶ゼリー材料（２人分）�
　　ゼラチン　　１袋（５　）�
　　水　　　　　大さじ３�
　　抹茶　　　　小さじ１�
　　さとう　　　小さじ２�
　　熱湯　　　　大さじ１�
　　牛乳　　　　１カップ�
　　茹で小豆　　大さじ１�
�
　　　　　１人分�
　エネルギー　１１１　�
　カルシウム　１１４�

砂糖は控えめにしています�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

キ�
　ロ�
�

カロ�
リー�

ミ�
　リ�
�

グラ�
ム�

�
　�
　　ゼラチン　　１袋（５　）�
　　水　　　　　大さじ３�
　　ヨーグルト　５０　�
　　みかん　　　６房�
　　牛乳　　　　１カップ�
　　さとう　　　大さじ１�
�
　　　　　１人分�
　エネルギー　１０８　�
　カルシウム　１３６　�

◆ オレンジヨーグルトゼリー材料（２人分）�
�

▼
�

詳しくは、市保健センター（　２２・３３３７）へ。�
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お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

6月19日（木）�

6月27日（金）�

7月   3日（木）�

7月10日（木）�

7月17日（木）�

7月25日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

�

Ｈ１４年８月生�

�

�

�

�

�

Ｈ１２年４月生�

�

�

�

Ｈ１３年１１月生�

�

�

�

Ｈ１３年１２月生�

Ｈ１５年２月生�

�

�

�

Ｈ１５年３月生�

�

成人健康相談  ７月７日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気 ７月２３日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　８月１９日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  ７月８日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん ８月５日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  ７月２日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６
　か月児）７月２日（水）、午後１時～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　７月９日（水）、午前１０時～１１時�
　３０分�
７か月児相談  ６月２５日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対象
　者（Ｈ１４．１１月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
２歳児健康相談  ６月２６日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１３．６月生まれ）に�
　は案内、問診表などを送付します。�
乳幼児相談  ７月１８日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談 毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第�
　２・４月曜日、重点相談〈糖尿病〉   
　は第１・３月曜日）�
�

　心の相談など。）�
栄養表示基準制度相談  毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時から正午（予�
　約が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１時�
　～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ７月 ２日（水）、�
　午前９時（申込・市 保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　 ～（ 料 金１５，２８０円 、申 込・�
　洲本健康福祉事務所へ）洲本市民で国民健�
　康保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加�
　入者で４０歳以上の人に５，００�
　０円の助成があります。（ただし�
　１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分�
　（成人病相談など・予約が必要）�
心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第４�
　水曜日、予約制・午後１時～３０分～      
　（精神病、痴呆、アルコールその他
　�

　６月、７月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�

法律相談　　弁護士による相談。７月�
　 ２ 日 （水）、 ７ 月 １ ６ 日 （水） �
　（受付・市役所市民相談係で電話�
　による予約受付けをしています  �
　　２２・３３２１内線３４５・３ �
　４６）総合福祉会館で。�
行政相談　７月９日（水）、午後�
　１時１５分～（受付・午後１時�
　３０分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午�
　前１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（  ２６・００２２）�
�

　
こ
ん
な
事
を
書
く
と
自

治
体
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と
し
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、
危
機

意
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が
薄
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と
非
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ま
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路
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Ａ
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れ
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思
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人
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に
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す
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害
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、
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も
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れ
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も
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害
に
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え
を
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（
T
）�

（　２２・３３３７）�

　梅雨に入り、毎日のお天気もぐずつ
きがちですね。外出するのが億劫なこ
んな時期こそ、じっくりと読書にいそ
しむあなたのための一冊を、図書館で
探してみてはいかがでしょうか。�
　�

《新着本紹介》�
�『疲れすぎて眠れぬ夜のために』�

内田樹／著  角川書店�
『タマちゃんのナゾ 』�

塚崎慎一郎／写真と文 山と渓谷社�
『家事をサッサと手放してしまう本』�

百瀬いづみ／著 講談社�
『現代日本の詩歌』�

吉本隆明／著 毎日新聞社�
�
�

《行事のおしらせ》�
�「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
７月２日（水）午前１１時から�

「おはなし会」　　（３～６歳児対象）�
７月１２日（土）午後２時から�

「もっとおはなし会」　（小学生対象）�
７月１２日（土）午後２時３０分から�

「おりがみ教室」�
７月５日（土）午後２時から�

「つくってあそぼう！」�
７月２０日（日）午後１時３０分から�

�

※「おりがみ教室」「つくってあそぼう！」�

は定員４０名。参加申込みは前日まで。�

（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（保健所）�（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

人権相談　毎週水曜日午前９時～午後�
　４時、神戸地方法務局洲本支局人権�
　相談室（　２２・０４９７）で。�
家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�
　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター�
　（　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務�
　所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　　０１２０・３６・７８３０で。）�
�

�

�
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淡路文化史料館　平成淡路文化史料館　平成15年度企画展年度企画展�淡路文化史料館　平成15年度企画展�

～長野ヒデ子絵本原画展～�
�

◆と　き　７月１９日（土）～８月３１日（日）�
　　　　　 午前９時～午後５時（入館４時３０分まで）�
 　　　　　休館日　毎週月曜日（７月２１日を除く）、�
　　　　　　　　　７月２２日（火）、２３日（水）�
◆ところ　淡路文化史料館３階企画展示室�
◆入館料　一般　　　　　４００円（３２０円）�
　　　　　大学・高校生　２５０円（２００円）�
　　　　　小・中学生　　１００円　（８０円）�
＊（　）内は団体２０人以上�
＊小・中学生はのびのびパスポート、ココロンカードを提示すれ
　ば無料。�
＊ 幼児・障害者は無料�

◆と　き　８月９日（土）午後２時～�
◆ところ　淡路文化史料館１階研修室�
◆講　師　長野ヒデ子さんと木戸内福美さんの�
　　　　　対談�
◆内　容　「絵本・民話その力」�
◆入場料　無料�
�

◆と　き　�
 　　　　　７月１９日（土）午後２時�
 　　　　　７月２９日（火）午前１１時�
 　　　　　８月 ５日（火）午前１１時�
 　　　　　８月１２日（火）午前１１時�
◆ところ　淡路文化史料館３階企画展示室�
◆語　り　木戸内福美さん�
◆内　容　「洲本八だぬきものがたり」おはな�
　　　　　し会�
◆入場料　１回の入館料で４回の参加可（展示
　　　　　期間中の入館券が必要）�

　洲本八だぬきに関わる狸の絵手紙を募集します。絵本「洲本八だ
ぬきものがたり」「しばえもん」の感想絵手紙でも結構です。秀作
には長野ヒデ子さんのサイン入り絵本を贈呈します。絵手紙は館内
で展示します。�
◆締　　切　８月７日（木）必着�
◆応募資格　１歳から高校生まで�
◆応募方法　はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を書いて史料館
　へ郵送してください。�
　　　　　　住所　山手１－１－２７�
�

◆と　き　７月２４日（木）�
　　　　　午後２時開演（午後１時開場）�
◆ところ　淡路文化史料館１階研修室�
◆出　演　人形劇団「おひさま」�
◆内　容　淡路芝右衛門狸�
◆入場料　無料�
�

講演会�
�

◆と　き　�
 　０～３歳向け　７月１９日（土）、８月６日（水）、�
　　　　　　　　８月１６日（土）の各午前１１時～�
　３～６歳向け　７月２６日（土）、８月９日（土）、�
 　　　　　　　　８月２３日（土）の各午後２時～�
 　小学生向け　　７月２６日（土）、８月９日（土）、�
　　　　　　　　８月２３日（土）の各午後２時３０分～�
◆ところ　洲本市立図書館�
◆内　容　企画展開催中、たぬきのお話があります。�
�

洲本市立図書館�
おはなし会�

�

語　り�

人形劇�

ハガキ絵手紙の募集�

　「国際博物館の日」（５月１８日）にち�
なんで淡路文化史料館では、６月２９日a

に下記の事業を開催します。�
　　入館料無料（全館･１日）�
　　講演会「デコづくりあれこれ」�
◆と　き　６月２９日a、午後２時～３時�
　　　　　３０分�
◆ところ　淡路文化史料館　　�
◆講　師　藤野良一さん（彫号人形良、�
　　　　　　デコづくり教室講師、平成１３�
　　　　　年度兵庫県ふるさと文化賞受賞）�
◆内　容　ビデオプロジェクターなどを使�
　　　　　用して、淡路人形のデコの動き�
　　　　　をわかりやすく解説します。�
　　�

▽
�

▽
�

国際博物館の日　記念事業�
全館入場料無料･講演会のお知らせ�

国際博物館の日　記念事業�
全館入場料無料･講演会のお知らせ�
国際博物館の日　記念事業�

全館入場料無料･講演会のお知らせ�

　詳しくは､淡路文化史料館(124･3331)へ。�

文　：木戸内福美�

絵　：長野ヒデ子�

出版：ア リ ス 館�


